本体を設置し、ケーブルを接続したあと、システムのセットアップをします。システムのセットアップは 
購入後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセツトアップ (—44 ぺ 


管理 PC のセツトアップ (—63 ぺ 


再セツトアップ (—64 ページ) 


ジ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここでは必要最低限の 
セットアップ のみを 説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセットアッ 
プについては4章で説明しています。 

-ジ） . ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 

理 • 監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法について説明しています。 

. システムを再セツトアップする方法について説明 

しています。 
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初めてのセットアップ 


購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作成 


「初期導入設定用ディスク」は装置を導入するために最低限必要となる設定情報が保存された 
セットアップ用のフロッピーディスクです。 

「初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設定用ディスクにある「初期導入設定ツール」 
を使って作成します。初期導入設定ツールは、 Windows XP/ 2000、 WindowsNT、 また 
は Windows Me/98/95 で動作するコンピュータで動作します。 


初期導入設定プログラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設定用ディスクを作成します。 

1. Windows マシンのフロッピーディスクドライプに添付の初期導入設定用ディスクをセットする。 

2. フロッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール (startupConf.exe )」 をエクスプローラな 
どから実行する。 

[Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プログラムは、ウィザード形式と 
なっており、各ページで設定に必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フロッピーディスクに設定情報を書き込んで終了します。 

3. 初期導入設定用ディスクをフロッピーディスクドライプから取り出し、「システムのセットアッ 
プ」に進む。 

初期導入設定用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
から Web ブラウザを介して、システムに口 
グインする際のパスワードを設定します。 
この画面にある項目はすべて入力する必要 
があります。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チェック| ん。タイプミスをしないよう注意し 
てください。 


設定済みパスワード 

初めて設定する場合は、同梱の別紙 「root パスワード」に記載されたパスワードを入力し 
てください。以前に設定を行っている場合は、設定されているパスワードを入力してく 
ださい。 

バスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 (admin) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの確認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 
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ネットワーク設定〜 LAN ポート1(標準 LAN ) 用〜 


ホスト名 (FQDN) 

buildup! nt L 

IP アドレス 

[133 - . 

|2〇3~ ■ 

tl ■ゴネットマスク 

J255 - 

P55 - ■ 

デフォルトゲ-トウエイ 

\\33~ . 

I203 - . 

ゴライマリネ'-ムサーバ 

[133 - . 

|203~ ■ 

セカンダリネームサーバ r ^ ’■ 

項目を入力した6「;欠へ (N) >」®甲してく？^い 


く戻る®」 


ホスト名 ( FQDN ) 

ホスト名を入力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシン名.ドメ 
イン名)の形式で入力してください。ま 
た、英字はすべて小文字で指定してく 
ださい。大文字は使用できません。 

IP アドレス 


1枚目の NIC(LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを指定してください。 

サブネットマスク 

1枚目の NIC(LAN ポート1(標準 LAN )) に割り振るサブネットマスクを指定します。 

デイフオルトゲートウェイ 

デイフォルトゲートウェイの IP アドレスを指定します。 

プライマリネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指定します。 

セカンダリネームサーバ 

セカンタ'リネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指定します。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN ) 用〜 

LAN ポート2(拡張 LAN ) のネットワーク設 
定をします。使用しない場合は、設定する 
必要はありません。 

IP アドレス 

2枚目の NIC(LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振る IP アドレスを指定してくだ 
さい。 

サブネットマスク 

2枚目の NIC(LAN ポート2(拡張 LAN )) 

に割り振るサブネットマスクを指定し 
ます。 

I VI-O 初期導入設定プログラムでは増設ポードにより拡張した LAN の設定を行うことはできませ 
ん 。 Management Console のネットワーク設定にあるインタフェースで設定を行つてく 
ださい。 
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LAN ポート1(標準 LAN ) のネットワーク設 
定をします。[セカンタ'リネームサーバ]以 
外は必ず入力してください。 


ファイル (E) ヘルプ <U> 


飄 ^^ SSu 



厂 

| 254 ~ 



欠へ (if) > J キャンセル J 


4 Linux ビルドアッブサ - バ期 S 人設定ツール 


厂 k 厂 k 厂 
























システム構成条件の設定 


Management Console の動作モードを設 
定します。 

\/1「113〇1^〇1<36「ソ6「は[スタンドア□ン構 
成]で動作します。 


Unuxlf ルドアツブサづ9刀期苺入設定ツール 


ファイル®ヘルブ⑻ 


-Inlxl 


■こ合わせて設定して 


(7 スタンドアロン楢成' 


項目を入力した6「;欠へ姐) >」を押してください 


<戻る (B> 」 [A へ (N) > I キャンセル」 


システムのセツトアツ 



初期導入設定ツールで作成した「初期導入設定用ディスク」を使用して、短時間でセットアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

以下手順でセットアップをします。 

正しくセットアップできないときは、次べージ、および7章を参照してください。 

\TyF\ 


本体背面の LAN ポート1と LAN ポート2(使用する場合)にネットワークケープルが接続されている 
ことを確認する。 





000000000000000000000000 L 


000000000000 

000000000000 

00000000000 

000000000000 


©識％ 


00000000『 

◎口 固固。 0 。 I!l 


I 000 

5^000 


LAN ポート 1 LAN ポート 2 


システムのセットアップ 
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2. 前述の「初期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを 3.5 
インチフロッピーディスクドライプに 
セットする。 

3. POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点灯します。 

しばらくすると、初期導入設定用ディス 
クがら設定情報を読み取り、自動的に 
セットアップを進めます。2〜3分ほどで 
セットアップが完了します。 

次項および4章を参照してシステムの状 
態確認や設定変更を行ってください。 



POWER スイッチ 


w-OIM 

セットアップの完了が確認できたらセットした初期導入設定用ディスクをフロッピーディスク 
ドライブから取り出して大切に保管してください。再セツトアップの時に再利用することがで 
きます。 


セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らすことでユーザーに異常を知ら 
せます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消灯)になります)。正常にセットアップが完了 
しなかった場合は、初期導入設定用ディスクに書き出されるログファイル 「 logging . txt 」 の内 
容をコンピュータの「メモ帳」などのツールを使って確認し、再度初期導入設定ツールを使用 
して初期導入設定用ディスクを作成し直してください。 

< 主なログの出力例 > 

■ 「 Info: completed 」 

— 正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ 「 Info: quitting with no change .」 

—初期導入設定ツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設定は反映されません)。 

■ rCannot get authentication: root 」 

—初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.aut 」 

一 初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

一 初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
<作成されなかった場合に表示されます。 

セツトアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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ットアップの確認 


本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブロックなどの機能や、アップデート機能を利用 
する為にはアクティベーションの実施が必要です。 

アクティベーションの実施は、 InterScan コンソールより[管理： H： 製品ライセンス情報]を選 
択しアクティベーションコードを入力して[アクティべ一卜]を実行します。 

本製品の出荷状態では、アクティベーション以外にも管理者の通知先設定など、お客様環境 
に合わせた詳細設定が必要です。 

セットアップ実施後は、アクティベーションの実施を含め、パターンファイルのアップデー 
卜の実施など少なくとも1回は InterScan コンソールを開き、 InterScan VirusWall の設定内 
容を確認するようにしてください。 

I H -0 InterScan VirusWaN の詳細な設定は基本ライセンスに添付の 「InterScan VirusWall 
for Small and Medium Businesses クイックスタートガイド」を参照してください 0 

1 .InterScan コンソールを開く。 

InterScan コンソールを開くには次の2つの方法があります。 

• Management Console からサービスのアイコンを選択し、[ウイルスチェック]をクリック 
する。 

• Web ブラウザを起動し、 InterScan マシンの IP アドレス：ポート番号 (HTTP = 1812、 
HTTPS=8443) の URL を入力する。 

IP アドレスの部分は、 InterScan マシンのドメイン名、 IP アドレスのいずれでもがまいま 
せん。次に HTTP の例を示します。 

http ゾ/ドメイン名:1812 
http://isvw.widget.com: 1812 
http:// 123.12 .123. 123:1812 

HTTPS で□グインする場合の例を示します。 

https:// ドメイン名:8443 
https://isvw.widget.com:8443 
https:// 123.12 .123. 123:8443 

2. InterScan コンソールに□グインするためのパスワードを入力する。 

InterScan コンソールにはパスワードが設定されています。出荷時のパスワードは 「password」 で 
す。 



管理者以外からの設定変更を防止するため、セットアップ完了後に新たなパスワードにパスワー 
ド変更を行ってください。 

パスワードは InterScan コンソールに□グインするために必要ですので確実に保管してくださ 
い。 


システムのセットアップ 
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ウイルスパターンファイル 

ウイルスを検出するために 、 InterScan VimsWall では、一般にウイルスパターンファイル 
と呼ばれる、ウイルスシグネチャの大規模なデータベースを利用しています。新しいウイル 
スが発生、検出された場合、トレンドマイク□社ではそのシグネチャを収集して、ウイルス 
パターンファイルに情報を追加して新たなパターンファイルとして提供します。 

ウイルスパターンファイルの命名規則は次のとおりです。 

lpt$vpn.### 

###は、パターンファイル番号(たとえば 505) を表します。同じディレクトリに複数のファ 
イルが存在する場合、最も新しいファイルのみが使用されます。 

トレンドマイク□社では、ほぼ毎週新しいウイルスパターンファイルを提供していますの 
で、少なくとも1週間ごとにパターンファイルをアップデートするようにしてください。登 
録ユーザは、アップデートファイルを入手することができます。アップデートファイルは、 
インターネット経由で自動的に夕'ウン□—ドすることができます。 

11-0 古いパターンファイルを手動で削除する必要はなく、また新しいファイルを使用するため 
に、特別なインストール手順を実行する必要はありません。後述の[手動アップデート]を 
クリックするだけで、システムが自動的に新しいパターンファイルを設定します。 
InterScan VirusWaN のアップデートでは次のファイルを自動的に最新版にアップデート 
します。 

• ウイルスパターンファイル 
• 検索エンジン 
春スパムメール対策ルール 
參スパムメール対策エンジン 


ウイルスパターンファイルを手動でアップデートする 

ウイルスパターンファイルを手動でアップデートするには、 InterScan コンソールを開き、 
[アップデート]—[手動アップデート]をクリックしてください。 

アップデート実施時、本製品上のパターンファイルよりも新しいパターンファイルがトレン 
ドマイク□社より提供されている場合にのみ、アップデートが実行されます。 

n -〇 ウイルスパターンファイルをアップデートするためにはアクティベーションの実施が必要で 

す。本製品のセットアップ後、速やかにアクティベーションを実施してください。 
アクティベーションの実施は、 InterScan コンソールを開き、[管理]—[製品ライセンス情 
報]を選択し、アクティベーションコードを入力して[アクテイべ一卜]をクリックして実施 
してください。 
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ウイルスパターンファイルの自動アップデートを設定する 

自動アップデートを設定するには、次の手順に従ってください。 

1.InterScan コンソールを開き、[アップデート]をクリックする。 

2. [予約アップデート]をクリックする。 

自動アップデートのためのオプションを設定する[予約アップデート]画面が表示されます。 

3. く ウイルスパターンファイルの自動アップデートを無効にする場合> 

[予約アップデートを有効にする]のチェックをはずす。 

くウイルスパターンファイルの自動アップデートを実行する場合〉 

実行周期を設定する。 

また、必要に応じて、実行する時刻を[開始時刻]に設定してください。 

HTTP プロキシサーバの使用 

InterScan VirusWall では、インターネット上のトレンドマイク□社のサイトから、新しい 
ウイルスパターンファイルを取得します。 InterScan VirusWall とインターネットの間に 
HTTP プロキシサーバが設定されている環境で、このサイトにアクセスする場合には、 
HTTP プロキシサーバを指定して、プロキシサーバに□グオンするための情報を指定する必 
要があります。 

プロキシサーバを指定するには、次の手順に従ってください。 

1.InterScan コンソールを開き、[アップデート]をクリックする。 

2. [プロキシ設定]をクリックする。 

[プロキシサーバ設定]画面が表示されます。 

3. InterScan とインターネットの間にプロキシサーバが存在する場合は、 DHTTP プロキシを使用す 
る]もしくは [Socks 4プロトコルを使用する]を選択（チェック）する。 

プロキシサーバが存在しない場合は、初期設定のまま上記選択のチェックをはずした状態にして 
おく。 

a. [サーバ：]に、プロキシサーバのドメイン名（または I P アドレス）を入力します。 

イ歹 U : proxy.company.com 

b. [ポート： ] にプロキシサーバが使用するポート番号を入力します(例： 8◦または808⑴。 

4. プロキシサーパに□グインする際にユーザ名、パスワードが必要な場合は、 InterScan が使用する 
ユーザ名とパスワードを、それぞれ[ユーザ名：]、[パスワード：]に入力する。 

5. [保存]をクリックする。 


システムのセットアップ 
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InterScan VirusWall のユーザー登録 

ユーザー 登録は非常に大切な作業であり 、 InterScan VimsWall の ユーザー 登録を行うと、 
InterScan VimsWall を使用するためのアクティベーションコードが提供されると共に、次 
のサービスを受けることができます。 

ユーザー 登録はインターネット経由での登録となります。 

• 1年間のウイルスパターンファイル等のアップデート 

• 1年間の サポートサービス 

• 製品の更新情報や新製品案内のご提供 

ユーザー登録の方法は、基本ライセンスおよび本製品に添付されております使用許諾契約書 
に同梱されております冊子“トレンドマイク□製品をお使いいただくために”に記載しており 
ますので、ご参照の上ユーザ登録の実施およびアクティベーションコードの取得を行ってく 
ださい。 

ユーザ登録の際に必要となりますレジストレーションキーは、基本ライセンスおよび本製品 
に添付されております使用許諾契約書に記載されております。 

11-0 本製品でウイルス検索、フィルタリング、ブロックなどの機能や、アップデート機能を利用 
する為にはアクティベーションの実施が必要です。 

本製品のセットアップに先立ち、ユーザー登録およびアクティベーションコードの取得を実 
施してください。 

ユーザ登録時に発行されるアクティベーションコードは非常に重要な情報です。確実に保管 
してください。 
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E-MAIL ( SMTP ) の設定 

InterScan VirusWall の E - Mail ( SMTP ) 検索は、現在お使いの SMTP サーバ(オリジナル 
SMTP サーバ)の前段に設置することでご利用いただくことができます。 

設定詳細については、基本ライセンスに添付の HnterScan VirusWall for Small and 
Mediuam Businesses クイックスタートガイド」の第6章を参照してください 0 

I VI-O E-Mail 検索では、受信メールを検索後にオリジナル SMTP サーバに配送する設定等が必要 
です0 

[ e - mail ( SMTP )： M ； 設定]のサーバタブ画面、 [ SMTP サーバアドレスとポート]に InterScan 
VimsWall が受信する IP アドレス、ポート番号を設定します。 

受信メールを配送するオリジナル SMTP サーバの IP アドレス、ポート番号を[受信メール配 
信： ] の[次の SMTP サーバに配信する]に設定します。 

送信メールの配信にもオリジナル SMTP サーバを使用する場合は、オリジナル SMTP サーバ 
の IP アドレス、ポート番号を[送信メールの配信： ] の[次の SMTP サーバに配信する]を選択 
して i 文!します。 

DNS 名前解決による送信メールの配信を使用する場合には、[送信メールの配信： ] の [DNS 
名前解決を使用する]を選択します。 

受信メール、送信メールの判断は、 [ e - mail ( SMTP )]— [設定]の受信メールタブ画面の 
[ SMTP 受信メール]に指定されたドメイン宛のメールが受信メールと判断されます。 

その他、 SMTP セキュリティ強度の向上のため、その他の接続制限やリレー管理などの設定 
を行うことを強くお勧めします 


システムのセットアップ 
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InterScan VirusWaN の動作 

E-Mail VirusWall は、ポート番号 25 で SMTP トラフイツクを受信後、対象となるトラフイツ 
クのウイルスを検索し、指定されたポート（ここでは 25) を使用して 、 [Original SMTP 
server location ] で指定された SMTP サーバにルーティングします。 


VirusWaN の導入例 ( E _ MaH 検索) 


• メールサーバが 内部にある場合 



設定方法 


1.DNS の MX レコードを VC300c へ変更する。 


2. メールサーバが外部へのメールを VC300c に配送するように変更する。 

3. VC3 〇 Oc が内部へのメールはメールサーバへ、外部へのメールはインターネットへ配送するよラ 
に設定する。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]の受信メールタブ画面の SMTP 受信メール：の受信メールドメイン：に 
内部メールとして扱う宛先のドメインを全て指定します。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]のサーバタブ画面の受信メール配信の“次の SMTP サーバに配送する“に 
メールサーバの IP アドレスとポート番号を指定します。 

送信メールの配信：に“ DNS 名前解決を使用する (MX レコード)”を選択します。 
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• メールサーバが 外部と内部にある場合 



設定方法 


1. 外部メールサーバが内部へのメールを VC3 〇 Oc に配送するように変更する。 

2. 内部メールサーバが外部へのメールを VC 30 Oc に配送するように変更する。 

3. VC300c が外部メールサーバがらのメールは内部メールサーバへ、内部メールサーバがらの メー 
ルは外部メールサーバへ配送するように設定する。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]の受信メールタブ画面の SMTP 受信メール：の受信メールドメイン：に 
内部メールとして扱う宛先のドメインを全て指定します。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]のサーバタブ画面の受信メール配信の“次の SMTP サーバに配送する“に 
メールサーバの IP アドレスとポート番号を指定します。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]のサーバタブ画面の送信メールの配信：に“次の SMTP サーバに配送する 
“を選択し、外部メールサーバの IP アドレスとポート番号を指定します。 


システムのセットアップ 
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Web ( HTTP ) の設定 

InterScan VirusWall の Web ( HTTP ) 検索は、お使いのシステムの設定に従って独自の Proxy 
サーバとして設定することも、既存の HTTP プロキシサーバと併用することもできます。シ 
ステムの設定に応じて、 InterScan コンソールの [HTTP 設定]ページで、[スタンドア□ン 
モード]または、[プロキシサーバを使用する]のどちらかを選択します。 

I H -〇 InterScan 一「115\^311の\^613(1~1丁丁卩)検索で「丁？トラフィックを検索する場合は、クライ 
アント側の Web ブラウザ設定で 、 InterScan VirusWaN の Web ( HTTP ) を FTP プロキシ 
として使用するように指定する必要があります。 


HTTP 設定： 

InterScan VimsWall の管理コンソールで、 [ Web ( HTTP )]— [設定]を選択し、 [HTTP 設定：] 
で、[スタンドア□ンモード]、または[プロキシサーバを使用する]を選択し[プロキシサー 
パ： ] と[ポート： ] に既存のプ□キシサーパの IP アドレスとポート番号を指定する。 

• スタンドア□ンモード 

ネットワーク上に既存の HTTP プロキシサーバがなく、 InterScan VirusWall の Web 
( HTTP ) をシステム全体の HTTP プロキシサーバとして使用する場合、または InterScan 
VirusWall の Web ( HTTP ) を論理上インターネットとプロキシサーバの間に配置する場合 
には、このオプションを選択します。 


• プロキシサーバを使用する 

ネットワーク上に既存の HTTP プロキシサーバがある場合には、このオプションを選択 
し、 IP アドレスとポート番号を入力します。 InterScan VirusWall の Web ( HTTP ) では、 
インターネットから InterScan VimsWall の Web ( HTTP ) を経由する、ここで指定された 
マシンへの HTTP トラフィックについてウイルス検索を行います 
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InterScan VirusWaN の導入例 ( Web 検索) 


• HTTP プロキシサーバの上位に VC 300 c を設置する場合 



設定方法 

1. HTTP プロキシサーバの上位プロキシサーバとして VC 300 c を設定する。 

2. VC300C が直接インターネットを参照するプロキシサーバとして動作するように設定する。 
[\^匕(1~1丁丁卩)]イ設定」の旧丁丁卩設定：]で、[スタンドア□ンモード]を選択します。 


システムのセットアップ 
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• HTTP プロキシサーバの下位に VC 300 c を設置する場合 



HTTP クライアント 


設定方法 

1. クライアントで利用するブラウザの HTTP プロキシサーバとして VC 300 C を設定する。 

2. VC 300 C の上位プロキシサーバとして HTTP プロキシサーバを設定する。 

[ Web ( HTTP )； M ； 設定」の [ HTTP 設定：]で、[プ□キシサーパを使用する]を選択し、[プロキシ 
サーバ： ] と[ポート： ] に既存のプロキシサーバの IP アドレスとポート番号を入力します。 
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ファイル転送 ( FTP ) の設定 

InterScan VirusWall のファイル転送 ( FTP ) 検索は、お使いのシステムの設定に従って独自の 
FTP プロキシサーバとして設定することも、既存の FTP プロキシサーバと併用することもで 
きます。システムの設定に応じて、 InterScan コンソールの[ファイル転送 ( FTP ) 卜[設定] 
ページで[スタンドア□ンモード]または、 [ FTP プロキシを使用する]のどちらかを選択しま 
す0 


FTP 設定： 

1.InterScan VirusWall の管理コンソールで、[ファイル転送 (FTP) 卜[設定]を選択する。 

2. [FTP 設定]の[設定：]で、[スタンドアロンモード]または、 [FTP プロキシを使用する： ] のいずれ 
かを選択する。 

[FTP プロキシを使用する：]を選択した場合は、 FTP プロキシサーバの IP アドレスとポート番号 
を設定してください。 

[スタンドア□ンモード]:ネットワークで唯一の FTP プロキシサーバとして動作する場合 

InterScan VirusWall のファイル転送 (FTP) をシステムの FTP プロキシサーバとして使用する場 
合は、[スタンドアロンモード]を選択してください。クライアントからは、常に InterScan に 
FTP 接続し、 InterScan では要求されたサイトに対する接続を確立します。クライアントでユー 
ザ名の入力が要求された際に、ユーザ名に対象となるドメインのドメイン名をつけることを忘 
れないでください。たとえば、ユーザ john が widgets.com に FTP 接続する場合の例を示しま 
す。 

widgets.com に直接接続する場合 

ユーザ名： john 

ノ、。スワード： opensesame 

— InterScan VirusWall のファイル転送 (FTP) を介して接続する場合 

ユーザ 名： john@widgets.com 

ノゞスワード： opensesame 

[ FTP プロキシを使用する]:ネットワーク上に既存の FTP プロキシサーバがある場合 

ネットワーク上に既存の FTP プロキシサーバがある場合には、 [FTP プロキシを使用する]を選 
択し、テキストボックスにサーバの IP アドレスとポートを入力します。 InterScan VirusWall の 
ファイル転送 (FTP) では、ここで指定されたマシンに対するすべての FTP トラフィック、およ 
びそのマシンからのすべての FTP トラフィックについて、ウイルス検索を実行します。 

3. [FTP プロキシを使用する]を選択した場合、既存の FTP プロキシサーバの IP アドレスとポート番 
号を入力する。 

次に例を示します。 

123.12 .13.123 21 

I 画-〇 VC 30 0 c を FTP サーバとし、その FTP のやりとりを InterScan VirusWall でウイルス検 
| 索させることはできません。 


システムのセットアップ 
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InterScan VirusWaN のファイル転送 ( FTP ) 導入例 


• ネットワーク内に FTP プロキシサーバが存在しない場合 



設定方法 

1. VC 30 Oc が直接インターネットを参照する FTP プロキシサーバとして動作するよう設定する。 
[ファイル転送 (FTP) 卜[設定]の [FTP 設定]の[設定： ] で[スタンドア□ンモード]を選択する。 

2. クライアントから FTP を利用する場合、 VC300C に接続を行い、ューザ名にはューザ名 @FTP 
サーバのホスト名の形式で入力する。 

— ftpserver.com にューザ名 （user) 、パスワード （pass) で接続する場合 

ユーザ名： user@ftpserver.com 

パスワード ： pass 
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• FTP プロキシサーバが存在する場合 



FTP クライアント 


設定方法 

1.VC300C の上位プロキシサーバとして FTP プロキシサーバを設定する。 

[ファイル転送 (FTP)]—[ 設定]の [FTP 設定]の[設定： ] で [FTP プロキシを使用する： ] を選択し、既 
存の FTP プロキシサーバの IP アドレスとポート番号を指定する。 

5. クライアントで利用する FTP クライアントの FTP プロキシサーバとして VC300C を設定する。 


システムのセットアップ 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPR 〇 / ServerAgent は出荷時にインストール済みですが、固有の設定がされていませ 
ん。以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添付のバツクアツプ CD - ROM :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa/doc 

■ I ： ESMPR 〇 /ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がインストール済み 

です。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保守サー 
ビス会社にお問い合わせください。 

vi-O シリアル接続の管理 pc から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

#export LANG=C 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \'ックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 

I ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

H -〇 rEXPRESSBUILDER (SE) CD - ROM 」 からシステムを起動して操作します。 

rEXPRESSBUILDER (SE) CD - ROM 」 から起動させるためには、事前にセットアップが 
必要です。5章を参照して準備してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2 . rEXPRESSBUILDER (SE) CD-R 〇 M」 を本体装置の DVD-ROM ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER(SE) から起動して rEXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」が表示されます。 

3. 「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視 ■ 管理するアプリケーションをインス I -ールします。次べ一 
ジを参照してください。 


セキユリテイバッチの適用 


最新のセキュリティパッチは、以下の URL より夕'ウン□ー ド可能です。 
http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
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定期的に参照し、適用することをお勧めします。 











管理 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータか6管理 • 監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインストールすることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができます。 

ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3门396「と0131^3〇〇口6のインストールについては5章、または 「EXPRESSBUILDER 
( SE ) CD - ROM 」 内のオンラインドキュメントを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合などに、添付 
の「バックアップ CD - R 〇 M 」 を使ってハードディスクを出荷時の状態に戻してシステムを起動できるように 
するものです。以下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作成 


「保守用パーティション」とは、装置の維持 • 管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵ハードディスク上へ確保します。 
システムの信頼性を向上するためにも保守用パーティションを作成することをお勧めしま 
す。保守用パーティションは、添付の 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - R 〇 M 」 を使って作成し 
ます。詳しくは5章を参照してください。 

保守用パーティションを作成するプロセスで保守用パーティションへ自動的にインストール 
される ユー ティリティは、「システム診断 ユー ティリティ」と「オフライン保守 ユー ティリ 
テイ」です。 
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システムの再インストール 


I n -0 再インストールを行うと、装置内の全データが消去され、出荷時の状態に戻ります。必要な 
データが装置内に残っている場合、データをバックアップしてから再インストールを実行し 
てください。 

再インストールには、本体添付の「バックアップ CD - R 〇 M 」 と「バックアップ CD - R 〇 M 用イン 
ストールディスク」が必要です。 

「バックアップ CD - R 〇 M 用インス I ルディスク」を 3.5 インチフロッピーディスクドライブ 
に、「バックアップ CD - R 〇 M 」 を DVD - R 〇 M ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイッチを 
押して電源を〇 N にします。 

■： このとき、前面のシリアルポート B ( C 〇 M B ) に管理 PC を19,200 bps の転送速度で接続する 
と、管理 pc からログを参照することができます。 


しばらくすると「バックアップ CD - R 〇 M 用インス!ルディスク」から設定情報を読み取り、 
自動的にインストールを実行します。 

I n -0 このとき、確認等は一切行われずにインストール作業が開始されるため、十分注意してくだ 
圍さぃ。 

約30分程度でインストールが完了します。インストールが完了した6、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - R 〇 M とフロッピーディスクの両方をドライブから取り出してく 
ださい。 

40分以上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも行われていな 
い場合は再インス!-ールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - R 〇 M / フ 
□ッビーディスクをセットし直して再度インス I -ールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡くださ 
い。 


システムのセットアップ 
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初期導入設定用ディスクの作成 


前述の「初期導入設定用ディスクの作成」を参照してください。すでに初期導入設定用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設定し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは、新たに初期導入用設定ディスクを作り直してください。 


システムのセットアップと確認 


前述の「システムのセットアップ」、「セットアップの確認」を参照してください。 


ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


「システムの再インス I ル」で ESMPR 〇 / ServerAgent は自動的にインス I ルされます 
が、固有の設定がされていません。以下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップ 
をしてください。 

添付のバツクアツプ CD - R 〇 M :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa/doc 

I ESMPRO/ServerAgent の他にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 

しヒント j 卜ールされます。 

11-0 シリアル接続の管理 PC から設定作業をする場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は以下のコマンドを実行することで変更できます。 

#export LANG=C 


セキュリティバッチの適用 


最新のセキュリティパッチは、以下の URL よりダウン□ー ド可能です。 


http :// vwwv . express . nec . co . jp / care / index.asp 


定期的に参照し、適用することをお勧めします。 
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